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定
例
会
の
概
要

 　○○○○○○
８つの約束
議論スタート

　 　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
を
11
月
27
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
会
初
日
、
渡
辺
純
忠
市
長
か
ら
「
新
た
な
任
期
に
お
け
る
公
約
『
８
つ
の
約
束
』
に
基
づ
く
今
後
の
市
政
の
方
向
に
つ
い
て
」
な
ど
の
施
政
方

針
、
「
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
の
策
定
状
況
」
や
「
山
口
市
新
本
庁
舎
整
備
基
本
方
針
（
案
）
」
な
ど
に
つ
い
て
の
市
政
概
況
報
告
、
議
案
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
「
平
成
29
年
度
山
口
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
」
な
ど
予
算
４
件
、
「
山
口
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
条
例
11
件
、
「
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
」
な
ど
事
件
議
決
20
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
か
ら

意
見
書
２
件
、
条
例
２
件
を
提
案
し
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
可
決
、
同
意
と
し
、
議
員
か

ら
提
案
し
た
４
件
の
議
案
に
つ
い
て
は
「
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ
措
置

の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
」
「
山
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
」
の
２
件
を
可
決
し
、
ほ
か
２
件
を
否
決
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
山
口
市
新
本
庁
舎
の
整
備
等
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
が
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
初
日
、
渡
辺
純
忠
市
長
が
施
政
方
針
と
し

て
、
新
た
な
任
期
に
お
け
る
公
約
と
し
て
掲
げ
た

「
８
つ
の
約
束
」
に
基
づ
く
、
今
後
の
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
。
こ
の
８
つ
の
約
束
は
①
魅
力
あ
ふ

れ
る
県
都
づ
く
り
　
②
暮
ら
し
や
す
い
、
住
み
心

地
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
　
③
教
育
・
子
育
て
な
ら

山
口
　
④
働
く
な
ら
、
起
業
す
る
な
ら
山
口
　
⑤
健

康
長
寿
の
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
　
⑥
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
　
⑦
文
化
の
薫
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の

賑
わ
い
、
訪
れ
る
な
ら
山
口
　
⑧
心
か
よ
う
市
民

サ
ー
ビ
ス
で
、
こ
の
「
８
つ
の
約
束
」
を
第
二
次

山
口
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
、

山
口
市
全
体
の
発
展
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
基

本
的
な
考
え
方
と
し
「
住
ん
で
良
か
っ
た
　
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
山
口
市
」
と
心
か
ら
思
え

る
定
住
実
現
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
全
力
を
注

い
で
い
く
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
「
山
口
市
子
ど
も
・

子
育
て
条
例
」
が
議
員
提
案
で
成
立
し

ま
し
た
（
詳
細
は
３
〜
４
ペ
ー
ジ
参

照
）。
こ
う
し
た
中
、
市
長
は
施
政
方

針
「
８
つ
の
約
束
」
の
一
つ
に
「
教
育
・

子
育
て
な
ら
山
口
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
の

で
き
る
環
境
整
備
の
大
切
さ
は
、
市
長
、

市
議
会
、
市
民
の
方
々
等
の
共
通
認
識

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
一
般
質
問
で
は
、

組
織
改
編
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
る

予
定
の
「
こ
ど
も
未
来
部
」
や
施
策
の

方
向
性
等
に
つ
い
て
、
多
く
の
議
員
が

言
及
し
ま
し
た
。
こ
ど
も
未
来
部
は
、

現
在
、
健
康
福
祉
部
で
所
管
し
て
い
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
業
務

を
集
約
し
、
教
育
委
員
会
で
所
管
し
て

い
る
幼
稚
園
に
関
す
る
業
務
を
市
長
部

局
へ
移
管
し
新
設
す
る
も
の
で
、
一
元

的
・
効
果
的
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
で
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
諸
課
題
に
取
り
組
も
う

と
す
る
も
の
で
す
。

施
政
方
針
で
示
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　市
長
の
決
意
！

一
般
質
問
に
24
人
登
壇

「
教
育
・
子
育
て
な
ら
山
口
」
方
向
性
を
問
う

討
論
の
概
要

　
最
終
日
に
行
わ
れ
た
討
論
で
の
賛
成

ま
た
は
反
対
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　【
　
＝
賛
成
討
論
　
　
＝
反
対
討
論
】

○
議
案
第
１
号
　   「
新
入
学
学
用
品
費

の
前
倒
し
支
給
は
必
要
な
時
期
に
支
援

す
る
も
の
で
評
価
す
る
」

○
議
案
第
４
号
　   「
植
林
伐
採
補
償
金

を
地
域
へ
交
付
し
基
金
へ
積
み
立
て
る

も
の
で
評
価
す
る
」

○
議
案
第
５
号
　   「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
申
請
手
続
き
の
簡
略
化
な
ど
利

便
性
向
上
が
見
込
め
る
」　
　「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
反
対
で
あ
り
制
度
普

反

賛

賛賛賛

反
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賛賛賛

反

賛賛賛

賛

反

反反

山
口
市
議
会
条
例
立
案
等
調
査
研
究
会

　
氏
永 

東
光
（
座
長
）　
　
藏
成 

幹
也
（
副
座
長
）

　
中
野 

光
昭
　
・
　
泉 
裕
樹
　
・
　
馬
越 

帝
介
　
　
・
　
倉
重 

浩
　  

・ 

　
山
下 

宏

　
其
原 

義
信
　
・
　
伊
藤 
斉
　
・
　
大
田 

た
け
る
　
・
　
部
谷 

翔
大

市
議
会
と
し
て
立
案

「
山
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
」
制
定

　
本
会
議
最
終
日
に
、
議
員
提
出
議
案

と
し
て「
山
口
市
子
ど
も・子
育
て
条
例
」

（
条
例
全
文
は
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
上
程

し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　「
山
口
市
子
ど
も・子
育
て
条
例
」
は
、

全
て
の
子
ど
も
が
笑
顔
で
喜
び
に
満
ち
、

希
望
に
あ
ふ
れ
る
山
口
市
の
実
現
を
目

指
し
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
近
年
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く

環
境
は
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
子
育
て
や
子
ど
も
の
育
ち

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
本
条
例
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
、
学
び
へ
の
支
援
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
骨
格
と
な
る
べ

き
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
社
会
全
体
で

支
え
あ
っ
て
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

行
う
環
境
づ
く
り
が
よ
り
一
層
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
力
強
く
進
ん
で
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
市
議
会
で
は
、
条
例
の
制

定
に
当
た
り
、
本
市
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
２
月
６
日
（
火
）

に
山
口
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
山
口
市

議
会
「
山
口
市
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
」

制
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

　　
本
市
議
会
で
は
、
平
成
28
年
６
月
に

「
山
口
市
議
会
条
例
立
案
等
調
査
研
究

会
」
を
設
置
し
、
政
策
課
題
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。「
山
口

市
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
」
は
、
そ
の

中
で
成
文
化
に
向
け
て
検
討
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
議
会
と
し
て
立
案
す
る

政
策
条
例
と
し
て
は
、
平
成
24
年
12
月

に
制
定
し
た
「
山
口
市
元
気
い
き
い
き

条
例
」
に
次
い
で
３
つ
目
と
な
り
ま
す
。

　
条
例
の
検
討
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　　　  

ー
こ
れ
ま
で
の
経
緯
ー

及
等
の
た
め
の
条
例
に
は
反
対
す
る
」

○
議
案
第
６
号
　
　「
職
員
が
勤
務
を
継

続
す
る
こ
と
で
公
務
の
円
滑
化
・
効
率

化
が
図
ら
れ
る
」

○
議
案
第
７
号
　
　「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

平
準
化
に
伴
う
行
財
政
改
革
を
期
待
す

る
」　
　「
独
立
採
算
制
が
厳
し
く
問
わ

れ
利
用
者
負
担
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

大
き
い
」

○
議
案
第
11
号
　
　「
事
業
所
の
誘
致
や

設
備
投
資
、
地
元
人
材
の
確
保
等
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

○
議
案
第
12
号
　
　「
多
様
な
交
流
が
生

ま
れ
広
域
観
光
が
進
展
し
、
本
市
全
域

が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

○
議
案
第
13
号
　
　「
地
域
間
交
流
が
進

み
交
流
人
口
の
拡
大
を
期
待
す
る
」

○
議
案
第
14
号
　
　「
農
地
利
用
が
最
適

化
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」　
　「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
推
進
の
た

め
の
組
織
改
編
で
、
農
地
中
間
管
理
機

構
を
通
じ
法
人
や
担
い
手
、
農
地
集
積

を
目
的
と
し
て
お
り
反
対
す
る
」

○
議
案
第
22
・
23
号
　
　「
待
機
児
童
解

消
の
加
速
化
を
図
ら
れ
た
い
」

○
議
員
提
出
議
案
第
２
号
　
　「
核
兵
器

禁
止
条
約
を
政
府
が
批
准
す
る
事
は
、

周
辺
情
勢
を
鑑
み
て
も
な
さ
れ
る
時
期

で
は
な
い
」

○
議
員
提
出
議
案
第
４
号
　
　「
総
合
計

画
の
基
本
構
想
は
議
決
事
項
で
あ
り
、
総

合
計
画
の
基
本
構
想
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
新
本
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
は

議
決
事
項
と
す
る
必
要
は
な
い
」

　
最
終
日
に
議
員
が
意
見
書
２
件
を
提

案
し
ま
し
た
。「『
核
兵
器
禁
止
条
約
』

の
批
准
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る

意
見
書
」
は
賛
成
少
数
で
否
決
し
、
次

の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

○
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

　
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

　
く
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ
措
置
の
継

　
続
を
求
め
る
意
見
書

　
現
在
、
道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の

財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
措

置
と
し
て
地
域
高
規
格
道
路
や
交
付
金

事
業
の
補
助
率
等
が
か
さ
上
げ
さ
れ
て

い
る
。
本
市
の
地
方
創
生
を
確
実
な
も

の
と
し
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

地
域
間
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
特
性

や
資
源
を
生
か
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
来
年
度
以

降
、
地
方
の
財
政
負
担
増
を
も
た
ら
し

道
路
整
備
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
補
助
率
等
の
か
さ
上
げ
措

置
を
平
成
30
年
度
以
降
も
継
続
し
、
安

定
的
に
必
要
な
道
路
関
係
予
算
を
確
保

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

（
意
見
書
の
全
文
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

意
見
書
の
概
要
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付
託
委
員
会

○賛成　×反対　△一部賛成

議
決
結
果
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議案第１号　平成29年度山口市一般会計補正予算（第５号）
　6,233万５千円の増額補正　補正後の予算額：832億7,413万８千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２号　平成29年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　151万円の増額補正　補正後の予算額：235億9,587万６千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３号　平成29年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　422万円の増額補正　補正後の予算額：30億3,801万９千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４号　平成29年度山口市特別林野特別会計補正予算（第１号）
　287万６千円の増額補正　補正後の予算額：1,392万１千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条　　
　
　
　
　
　
　
　
　

例

議案第５号　山口市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

　障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業の実施に
当たり、新たにマイナンバー制度における情報連携を行うことに伴う所要の改正

教育民生 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第６号　山口市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　人事院規則の一部改正に準じ非常勤職員の育児休業取得可能期間を拡大するための所要の改正 総　　務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第７号　山口市農業集落排水事業及び山口市漁業集落排水事業に地方公営企業法の規定の全部を適
用することに伴う関係条例の整備に関する条例

　山口市農業集落排水事業及び山口市漁業集落排水事業に地方公営企業法の規定の全部を適用すること
に伴う所要の改正

生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第８号　山口市企業立地の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
 地域の経済活動をけん引する事業を促進することにより本市の成長発展の基盤強化を図るため、企業
の設備投資に係る固定資産税の課税を免除する要件を緩和するほか、所要の改正

総　　務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第９号　山口市地域交流センター設置及び管理条例の一部を改正する条例
　住居表示の実施に伴う所要の改正 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第10号　山口市の宝箱設置及び管理条例の一部を改正する条例
　阿知須地域の集会所１施設を地元自治会に無償譲渡し対象施設を廃止することに伴う所要の改正 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第11号　山口市企業立地促進条例の一部を改正する条例
　企業の立地及び設備投資の促進を図るため条例の有効期限を延長するほか、企業用地取得補助金の対
象地域の追加及び情報関連産業等の支援内容の拡充を行うための所要の改正

経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第12号　新山口駅観光交流センター設置及び管理条例
　新山口駅観光交流センターを設置するに当たり必要な事項を定めるための条例制定 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第13号　願成就温泉センター設置及び管理条例の一部を改正する条例
　願成就温泉センターの改修に伴う所要の改正 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第14号　山口市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例
　農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う山口市農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条
例の全部改正

経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第15号　新山口駅北口交通広場設置及び管理条例
　新山口駅北口交通広場を設置するに当たり、必要な事項を定めるための条例制定 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

事　　
　
　

件　　
　
　

議　　
　
　

決

議案第16号　字の区域の変更及び町の区域の新設について
　大内御堀の一部を変更し、大内御堀一丁目から六丁目までを新設 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第17号　字の区域の変更について
　宮野上の一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第18号　字の区域の変更について
　嘉川及び小郡下郷の各一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第19号　字の区域の変更について
　秋穂東の一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第20号　字の区域の変更について
　阿東生雲西分の一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

山 口 市 子 ど も ・ 子 育 て 条 例 （ 全 文 ）

　　　第１章　総則
第１条（目的）　この条例は、子ども・子育て支援の推進に関する基本理念を定め、
　市、保護者、学校等、市民、地域コミュニティ、子ども・子育て支援団体及び事
　業者の責務又は役割を明らかにするとともに、市が取り組むべき施策の基本とな
　る事項を定めることによって、子ども・子育て支援を総合的かつ計画的に推進し、
　もって、全ての子どもが健やかに育つことのできる地域社会の実現を図ることを
　目的とする。
第２条（定義）　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に
　定めるところによる。
　　(1) 子ども　おおむね１８歳未満の者をいう。
　　(2) 子ども・子育て支援　全ての子どもの健やかな成長のために適切な環境が
　　　等しく確保されるよう、国若しくは地方公共団体又は地域における子育ての
　　　支援を行う者が実施する子ども及び子どもの保護者に対する支援をいう。
　　(3) 保護者　親権を行う者、未成年後見人、里親その他の者であって、子ども
　　　を現に監護するものをいう。
　　(4) 学校等　幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校その他の教
　　　育機関並びに保育所及び児童館その他の児童福祉施設、放課後児童健全育成
　　　事業を行う施設その他の子育て支援事業を実施する施設並びにその他これら
　　　に類する施設をいう。
　　(5) 市民　市内に居住する者のほか、市内で働く者、学ぶ者及び公共的な活動
　　　を行う団体を含めたものをいう。
　　(6) 地域コミュニティ　地域住民が自主的に参加し、その総意及び協力により
　　　住み良い地域社会をつくることを目的として構成された集団をいう。
　　(7) 子ども・子育て支援団体　ボランティア団体、特定非営利活動法人、福祉
　　　関係団体その他子どもの健やかな育成を目的として市内で活動する団体をいう。
　　(8) 事業者　市内で事業活動を営む個人又は法人をいう。
　　(9) 協働　市民と市又は市民同士が相互に相手の特性を理解及び尊重し、共通
　　　の目的に向かい、責任及び役割分担を明確にし、共に取り組むことをいう。
第３条（基本理念）　全ての子どもが健やかに育つことのできる地域社会の実現に
　向けた取組は、次に掲げる事項を基本理念として行うものとする。
　　(1) 子どもの権利及び自主性を尊重するとともに、子どもの最善の利益を第一
　　　に考慮して取り組むこと。
　　(2) 子どもが心身ともに健やかに育ち、自立することができるよう、市、保護
　　　者、学校等、市民、地域コミュニティ、子ども・子育て支援団体及び事業者   
　　　がそれぞれの責務又は役割に応じて、協働して取り組むこと。
　　　第２章　関係者の責務・役割
第４条（市の責務）　市は、子ども・子育て支援に係る施策を総合的かつ計画的に
　推進するものとする。
第５条（保護者の責務）　保護者は、家庭が子どもの育つ基盤であり、自らが子育
　てについての第一義的責任を有することを自覚し、子どもが心身ともに健やかに
　育つよう努めるものとする。
第６条（学校等の責務）　学校等は、子どもが個及び集団での様々な活動を通じて、
　豊かな人間性とたくましく生きる力を備え、成長していけるよう、子ども・子育
　て支援に積極的に取り組むとともに、市、市民、地域コミュニティ、子ども・子
　育て支援団体及び事業者等が実施する取組に協力するよう努めるものとする。
第７条（市民の役割）　市民は、子ども・子育て支援への関心と理解を深め、その
　取組を積極的に行うよう努めるものとする。
２　市民は、地域が子どもの社会性及び豊かな人間性を育む場であることを認識し、
　市、学校等、地域コミュニティ、子ども・子育て支援団体及び事業者等が実施す
　る取組に協力するよう努めるものとする。
第８条（地域コミュニティの役割）　地域コミュニティは、地域が子どもの社会性
　及び豊かな人間性を育む場であることを認識し、地域全体で子ども・子育て支援
　に取り組んでいくための意識づくりや環境づくりに努めるものとする。

第９条（子ども・子育て支援団体の役割）　子ども・子育て支援団体は、子ども
　・子育て支援の取組を積極的に行うとともに、その活動を通じて、広く子ども
　・子育て支援への関心と理解が深まるよう努めるものとする。
第１０条（事業者の役割）　事業者は、自ら雇用する労働者が子育てと仕事の両
　立を図ることができるよう必要な雇用環境の整備に努めるとともに、子ども・
　子育て支援の取組を積極的に支援し、協力するよう努めるものとする。
　　　第３章　施策の基本となる事項
第１１条（施策の基本となる事項）　市は、子ども・子育て支援の推進に関する
　施策を実施するに当たっては、次の各号に掲げる事項を基本として取り組むも
　のとする。
　　(1) 全ての子どもの健やかな成長を支援すること。
　　　ア　保育及び教育環境の充実に関すること。
　　　イ　保健・医療体制等の充実に関すること。
　　　ウ　多様な人との交流及び様々な体験をすることができる機会の提供に関
　　　　すること。 
　　　エ　子どもの居場所づくりに関すること。 
　　　オ　いじめや虐待など子どもの悩みや不安等に対する相談及び支援に関す
　　　　ること。 
　　(2) 様々な環境にある子育て家庭を支援すること。 
　　　ア　子育てに必要な情報の提供等に関すること。 
　　　イ　保護者の悩みや不安等に対する相談及び支援に関すること。
　　　ウ　子育てと仕事の両立の推進に関すること。 
　　(3) 社会全体で子どもと子育て家庭を支援すること。
　　　ア　地域の子ども・子育て環境の整備に関すること。
　　　イ　子どもの安全・安心の確保に関すること。
第１２条（相談体制の充実）　市は、子どもやその保護者等が、自分自身に関す
　ること、家庭及び学校に関すること、暴力、虐待及びいじめに関すること等の
　どのような内容についても、安心して容易に相談することができる窓口の体制
　整備に取り組むとともに、その相談窓口の周知を図るものとする。 
第１３条（社会生活を円滑に営む上で困難を有する子ども等への支援）　市は、
　社会生活を円滑に営む上で困難を有する子どもやその保護者等に対し、状況に
　応じた適切な支援を行うものとする。
２　市は、学校等、市民、地域コミュニティ、子ども・子育て支援団体等と連携
　して社会生活を円滑に営む上で困難を有する子どもやその保護者等の早期発見
　に努めるものとする。
　　　第４章　施策の推進
第１４条（基本計画の策定）　市は、子ども・子育て支援に関する施策を総合的
　かつ計画的に推進するための基本的な計画（以下「基本計画」という。）を策
　定するものとする。
２　市は、基本計画の策定に当たっては、市民等の意見を反映することができる
　よう必要な措置を講ずるものとする。
３　市は、基本計画を策定したときは、遅滞なくこれを公表するものとする。
４　前２項の規定は、基本計画の変更について準用する。
第１５条（推進体制の整備）　市は、保護者、学校等、市民、地域コミュニティ、
　子ども・子育て支援団体及び事業者と連携し、かつ、協働して、子ども・子育てに
　関する切れ目のない支援を包括的に推進するための体制を整備するものとする。
第１６条（啓発及び広報）　市は、子ども・子育て支援に対する市民の理解及び関
　心を深めるための啓発及び広報その他必要な措置を講ずるよう努めるものとする。
　　　第５章　雑則
第１７条（財政上の措置）　市は、子ども・子育て支援に関する施策を推進する
　ため、必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。
　　　附　則
　この条例は、平成３０年４月１日から施行する。

　全ての子どもは次代を担うかけがえのない宝です。
　四季折々の豊かな自然に囲まれ、古くから我が国の歩みを牽引してきた歴史と文化の中で、山口市で生きる全ての子どもが、家庭や地域の愛情に
包まれながら、のびのびと学び、安心して夢と希望を育みながら健やかに成長し、地域社会の一員としてしっかりと育っていくことは、私たち市民
全ての願いです。
　しかしながら、急速な少子化や核家族化の進行、地域とのつながりや人間関係の希薄化などが進む中、待機児童やいじめ、児童虐待、子どもの貧
困などが社会問題化するなど、子どもや子育てを取り巻く環境は厳しさを増しています。
　こうした中、子どもが心身ともに健やかに成長できる環境を作り上げていくことは、本市においても、地域社会全体で取り組むべき最重要課題です。
　あらゆる環境下において、等しく子どもたちが学び、成長することが出来るよう、社会全体がその役割と責任を自覚し、全ての子どもの健やかな
成長や学びに対する支援、そして、それを支える子育て環境の充実をより一層図っていく必要があります。
　全ての子どもが主体的な一人の人間として生きるためには、一人ひとりが創造性や自尊心を磨き、ふるさとへの愛着を持って成長することが大切
です。また、次代を担う子どもたちが、結婚、出産、子育てに希望を持ち、安心して産み育てていくことのできる山口市であり続けなければなりません。
ここに、全ての子どもが笑顔で喜びに満ち、希望にあふれる山口市の実現を目指し、この条例を制定します。
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議案第１号　平成29年度山口市一般会計補正予算（第５号）
　6,233万５千円の増額補正　補正後の予算額：832億7,413万８千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第２号　平成29年度山口市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　151万円の増額補正　補正後の予算額：235億9,587万６千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第３号　平成29年度山口市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　422万円の増額補正　補正後の予算額：30億3,801万９千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第４号　平成29年度山口市特別林野特別会計補正予算（第１号）
　287万６千円の増額補正　補正後の予算額：1,392万１千円 予算決算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条　　
　
　
　
　
　
　
　
　

例

議案第５号　山口市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

　障がい者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく地域生活支援事業の実施に
当たり、新たにマイナンバー制度における情報連携を行うことに伴う所要の改正

教育民生 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第６号　山口市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
　人事院規則の一部改正に準じ非常勤職員の育児休業取得可能期間を拡大するための所要の改正 総　　務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第７号　山口市農業集落排水事業及び山口市漁業集落排水事業に地方公営企業法の規定の全部を適
用することに伴う関係条例の整備に関する条例

　山口市農業集落排水事業及び山口市漁業集落排水事業に地方公営企業法の規定の全部を適用すること
に伴う所要の改正

生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第８号　山口市企業立地の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例
 地域の経済活動をけん引する事業を促進することにより本市の成長発展の基盤強化を図るため、企業
の設備投資に係る固定資産税の課税を免除する要件を緩和するほか、所要の改正

総　　務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第９号　山口市地域交流センター設置及び管理条例の一部を改正する条例
　住居表示の実施に伴う所要の改正 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第10号　山口市の宝箱設置及び管理条例の一部を改正する条例
　阿知須地域の集会所１施設を地元自治会に無償譲渡し対象施設を廃止することに伴う所要の改正 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第11号　山口市企業立地促進条例の一部を改正する条例
　企業の立地及び設備投資の促進を図るため条例の有効期限を延長するほか、企業用地取得補助金の対
象地域の追加及び情報関連産業等の支援内容の拡充を行うための所要の改正

経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第12号　新山口駅観光交流センター設置及び管理条例
　新山口駅観光交流センターを設置するに当たり必要な事項を定めるための条例制定 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第13号　願成就温泉センター設置及び管理条例の一部を改正する条例
　願成就温泉センターの改修に伴う所要の改正 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第14号　山口市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例
　農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う山口市農業委員会の選挙による委員の定数等に関する条
例の全部改正

経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可決

議案第15号　新山口駅北口交通広場設置及び管理条例
　新山口駅北口交通広場を設置するに当たり、必要な事項を定めるための条例制定 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

事　　
　
　

件　　
　
　

議　　
　
　

決

議案第16号　字の区域の変更及び町の区域の新設について
　大内御堀の一部を変更し、大内御堀一丁目から六丁目までを新設 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第17号　字の区域の変更について
　宮野上の一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第18号　字の区域の変更について
　嘉川及び小郡下郷の各一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第19号　字の区域の変更について
　秋穂東の一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第20号　字の区域の変更について
　阿東生雲西分の一部 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
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付
託
委
員
会

○賛成　×反対　△一部賛成

議
決
結
果

会派等名（人数）※議長は除く
県
央
創
造
清
風
会

県
央
創
造
維
新
会

県
央
創
造
新
星
会

公

明

党

自
民
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

市
民
ク
ラ
ブ

至

誠

会
⑸⑹⑸⑷⑶⑶⑵⑵

事　　
　
　
　

件　　
　
　
　

議　　
　
　
　

決

議案第21号　市道路線の認定について
　閏岡小路線 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第22号　うえき第３学級の指定管理者の指定について
　指定管理者となる団体：大内地区社会福祉協議会 教育民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第23号　おひさまクラブ２の指定管理者の指定について
　指定管理者となる法人：社会福祉法人山口市社会福祉協議会 教育民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第24号　市有財産の無償譲渡について
　阿知須地域の集会所１施設を地元自治会に無償譲渡するもの 生活環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第25号　損害賠償の額を定めることについて
　市道河内野口線で発生した集水桝蓋の不全による傷害事故について損害賠償の額を定めるもの 経済建設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議案第26号　固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　西村俊爾（にしむらしゅんじ）さん（再任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第27号　固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　上田雅憲（うえだまさのり）さん（新任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第28号　固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　内山秋久（うちやまあきひさ）さん（新任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第29号　固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　益田正規（ますだまさのり）さん（新任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第30号　固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　八木哲郎（やぎてつお）さん（再任） － ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 同意

議案第31号　固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　藤井貴之（ふじいたかゆき）さん（新任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第32号　監査委員の選任について
　石髙雅美（いしたかまさみ）さん（再任） － ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ × 同意

議案第33号　監査委員の選任について
　德永雅典（とくながまさのり）さん（新任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第34号　教育長の任命について
　藤本孝治（ふじもとたかはる）さん（新任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議案第35号　教育委員会の委員の任命について
　横山洋之（よこやまひろゆき）さん（再任） － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

議
　
員
　
提
　
出

議員提出議案第１号　道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律に基づく補助率等のかさ
上げ措置の継続を求める意見書の提出について

　道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律の規定による補助率等のかさ上げは平成29
年度までの時限措置となっているが、この措置を平成30年度以降も継続するよう国に要望するもの

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第２号　「核兵器禁止条約」の批准に向けた取り組みを求める意見書の提出について
　「核兵器のない世界」の実現のため唯一の戦争被爆国としてその役割を果たすべき日本政府に対し
「核兵器禁止条約」の批准に向けた取り組みを強く求めるもの

－ × × × × × ○ × × 否決

議員提出議案第３号　山口市子ども・子育て条例
　子ども・子育て支援を総合的かつ計画的に推進し全ての子どもが健やかに育つことのできる地域社会
の実現を図るため、子ども・子育て支援の推進に関する基本理念を定めた条例の制定

－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議員提出議案第４号　山口市議会の議決に付すべき事件に関する条例の一部を改正する条例
　議会の議決を要する事件に「山口市新本庁舎整備の基本方針の策定、変更又は廃止」を追加するため
の改正

－ × × × × × ○ × ○ 否決

平成29年第４回（12月）定例会
議　案　の　審　議　結　果議　案　の　審　議　結　果
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総
務
委
員
会（
分
科
会
）

宮
川 

英
之
︵
委
員
長
︶　

 

山
本 

貴
広
︵
副
委
員
長
︶

野
村 

幹
男　

・　

小
林 

訓
二　

・　

山
本 

敏
昭

尾
上 

頼
子　

・　

小
田
村 

克
彦

　

議
案
第
８
号
山
口
市
企
業
立
地
の
促

進
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
︑
執
行
部
か
ら
﹁
主
な
改

正
内
容
は
︑
引
用
す
る
法
律
名
及
び
目

的
条
文
を
改
め
る
こ
と
︑
課
税
免
除
と

な
る
要
件
の
緩
和
を
す
る
こ
と
﹂
等
の

説
明
が
あ
り
︑
委
員
か
ら
﹁
課
税
免
除

の
対
象
と
な
り
得
る
業
種
﹂
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
︒
執
行
部
か
ら﹁
対

象
と
な
る
業
種
は
︑
県
が
定
め
る
計
画

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
業
種
に
限
ら
れ
る
﹂

﹁
現
時
点
で
は
製
造
業
の
み
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
が
︑
今
後
︑
関
係
市
町
か

ら
の
申
請
に
よ
り
計
画
に
掲
載
さ
れ
る

業
種
が
ふ
え
︑
課
税
免
除
の
対
象
と
な

り
得
る
業
種
が
広
が
る
可
能
性
は
あ
る
﹂

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

 

　

委
員
か
ら
︑
総
合
支
所
の
機
能
強
化

に
関
し
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
︒
執
行

部
か
ら
﹁
次
年
度
の
組
織
改
編
で
実
施

を
検
討
し
て
い
る
総
合
支
所
の
機
能
強

化
に
つ
い
て
︑
具
体
的
に
は
︑
総
合
支

所
を
本
庁
の
各
部
局
と
同
等
の
位
置
づ

け
と
す
る
こ
と
と
し
︑
独
自
の
予
算
を

配
当
︑
政
策
立
案
や
独
自
予
算
の
執
行

及
び
調
整
の
た
め
に
政
策
管
理
室
を
設

け
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒
ま
ず
は
山
口

を
除
く
５
総
合
支
所
に
お
い
て
実
施
し

た
い
︒
山
口
総
合
支
所
は
︑
広
域
的
︑

全
市
的
な
課
題
へ
の
対
応
と
い
っ
た
本

庁
と
し
て
の
役
割
︑
地
域
振
興
や
地
域

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
総
合
的
な

窓
口
な
ど
総
合
支
所
と
し
て
の
役
割
が

一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
次
年

度
の
組
織
改
編
で
︑
本
庁
と
総
合
支
所

の
機
能
や
組
織
を
直
ち
に
分
離
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
が
︑
新
本
庁
舎
整

備
に
関
す
る
検
討
の
中
で
︑
改
め
て
整

理
を
行
っ
て
い
き
た
い
﹂
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
︒
委
員
か
ら
は
﹁
総
合
支

所
の
機
能
強
化
に
係
る
予
算
は
︑
市
民

に
一
番
身
近
な
職
員
か
ら
の
声
や
知
恵

が
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
﹂
等

の
意
見
が
出
さ
れ
︑
執
行
部
か
ら
﹁
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
︑
地
域
が
考
え
て

予
算
を
編
成
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
べ

き
姿
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
︑
そ
う
し

た
形
に
な
る
よ
う
に
次
年
度
の
組
織
改

編
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
﹂
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
本
分
科
会
で
審
査
し
た
補
正

予
算
に
係
る
議
案
に
つ
い
て
︑
反
対
意

見
︑
及
び
修
正
案
提
出
に
関
す
る
言
及

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
ま
た
︑
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
６
号
及
び

第
８
号
に
つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
︒

　

本
市
の
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
︑

執
行
部
か
ら
﹁
真
に
経
済
的
に
就
学
困

難
な
児
童
生
徒
を
援
助
す
る
制
度
と
し

て
持
続
的
な
運
用
を
図
る
た
め
７
月
に

設
置
し
た
就
学
援
助
制
度
適
正
化
検
討

委
員
会
に
お
い
て
︑
制
度
の
基
本
的
な

あ
り
方
と
そ
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
御
審
議
い
た
だ
き
︑
11
月
に
提
言
書

が
提
出
さ
れ
た
︒
提
言
書
で
は
︑
県
内

他
市
と
比
べ
て
比
較
的
収
入
の
高
い
世

帯
に
お
い
て
も
支
援
が
受
け
ら
れ
る
本

市
の
制
度
に
つ
い
て
︑
他
の
支
援
制
度

の
改
正
の
動
向
に
も
注
視
し
つ
つ
︑
よ

り
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ
十
分
な
支
援

が
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
需
要
額
区
分

の
認
定
に
努
め
る
こ
と
や
︑
新
入
学
学

用
品
費
の
前
倒
し
支
給
に
つ
い
て
︑前
々

年
の
世
帯
収
入
が
認
定
基
準
と
な
る
こ

と
か
ら
実
態
に
即
し
た
支
援
と
な
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
な
ど
を
提
言
い
た
だ

い
た
︒
提
言
を
真
摯
に
受
け
止
め
︑
全

て
の
児
童
生
徒
が
学
校
生
活
を
安
心
し

て
送
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
﹂
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

委
員
か
ら
︑
制
度
周
知
の
現
況
と
今

後
の
方
策
に
関
し
て
質
問
が
あ
り
︑
執

行
部
か
ら
﹁
従
来
か
ら
制
度
周
知
が
十

分
に
行
き
届
く
よ
う
に
︑市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
初
め
︑
市
広
報
や
︑
仮
入
学
︑
入

学
通
知
の
際
な
ど
︑
い
ろ
い
ろ
な
機
会

を
捉
え
て
周
知
を
図
っ
て
き
て
い
る

が
︑
遅
れ
て
申
請
さ
れ
る
方
も
い
る
こ

と
か
ら
︑
他
部
局
の
関
係
団
体
に
も
協

力
を
お
願
い
し
て
周
知
の
充
実
に
努
め

た
い
﹂
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

 

　

委
員
か
ら
﹁
平
成
30
年
度
予
算
編
成

方
針
で
も
︑
日
本
一
本
を
読
む
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を
掲
げ
て
い
る
が
︑
具
体

的
な
目
標
の
達
成
を
目
指
す
も
の
か
﹂

と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

執
行
部
か
ら
﹁
市
民
一
人
当
た
り
の

貸
出
点
数
を
︑
中
核
市
と
比
較
し
て
全

国
一
と
す
る
こ
と
を
具
体
的
な
目
標
と

し
て
お
り
︑
現
在
上
位
に
位
置
し
て
い

る
︒
た
だ
︑
こ
う
し
た
目
標
の
達
成
を

目
指
す
だ
け
で
な
く
︑
市
民
が
本
に
触

れ
る
機
会
を
図
書
館
だ
け
で
な
く
︑
ま

ち
な
か
で
も
創
出
で
き
る
よ
う
な
形
で

の
ま
ち
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た

い
﹂
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
本
分
科
会
で
審
査
し
た
補
正

予
算
議
案
に
つ
い
て
は
︑
反
対
意
見
及

び
修
正
案
の
提
出
に
関
す
る
言
及
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒

　

ま
た
︑
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
３

件
の
議
案
の
う
ち
議
案
第
５
号
に
つ
い

て
は
賛
成
多
数
で
︑
そ
の
他
の
議
案
に

つ
い
て
は
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
︒

教
育
民
生
委
員
会（
分
科
会
）
泉 

裕
樹
︵
委
員
長
︶　

 

冨
田 

正
朗
︵
副
委
員
長
︶

中
野 

光
昭　

･ 　

原 

真
也　　
　

･ 　

桜
森 

順
一

伊
藤 

青
波　

･ 　

大
田 

た
け
る　

･ 　

村
田 

力

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

議
案
第
８
号
に
つ
い
て

日
本
一
本
を
読
む
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

総
合
支
所
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
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生
活
環
境
委
員
会

瀧
川 

勉
︵
委
員
長
︶　

 

山
下 

宏
︵
副
委
員
長
︶

坂
井 

芳
浩　

・　

重
見 

秀
和　

・　

入
江 

幸
江

村
上 

満
典　

・　

伊
藤 

斉   　

・　

部
谷 

翔
大

　

執
行
部
か
ら
﹁
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド

は
平
成
28
年
４
月
の
第
１
弾
以
降
︑
第

５
弾
ま
で
全
国
の
１
９
４
自
治
体
か
ら

発
行
さ
れ
て
お
り
︑
テ
レ
ビ
等
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
な
ど
人
気
と
な
っ
て
い
る

が
︑
本
市
で
は
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん

ま
つ
り
デ
ザ
イ
ン
と
Ｓ
Ｌ
﹃
や
ま
ぐ
ち
﹄

号
等
の
デ
ザ
イ
ン
の
２
種
類
に
加
え
︑

こ
の
た
び
新
た
に
第
６
弾
と
し
て
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ

た
﹂
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

委
員
か
ら
﹁
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を

選
ん
だ
理
由
は
何
か
﹂
と
質
問
が
あ
り
︑

執
行
部
か
ら
﹁
市
内
に
は
︑
い
ろ
い
ろ

な
デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
が
あ
る
︒

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
は
︑
本
市
の
魅
力

を
全
国
へ
発
信
す
る
観
光
・
交
流
の
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
市
外
か
ら
の
交
流
人

口
を
呼
び
込
む
仕
掛
け
と
し
て
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
中
央
公
園
の
周
り
で

多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア

ン
テ
ナ
デ
ザ
イ
ン
と
し
︑
カ
ラ
ー
で
目

立
つ
蓋
を
選
ん
で
応
募
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
︒
新
た
な
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
デ

ザ
イ
ン
の
カ
ー
ド
は
湯
田
温
泉
観
光
案

内
所
で
平
成
29
年
12
月
９
日
か
ら
配
布

さ
れ
る
﹂
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

ま
た
︑
現
在
の
配
布
状
況
等
に
つ
い

て
﹁
平
成
29
年
11
月
30
日
時
点
に
お
い

て
︑
平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
配
布
し

て
い
る
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
デ
ザ

イ
ン
の
カ
ー
ド
は
山
口
観
光
案
内
所
で

２
６
７
９
枚
︑
平
成
29
年
４
月
３
日
か

ら
配
布
し
て
い
る
Ｓ
Ｌ
﹃
や
ま
ぐ
ち
﹄

号
等
デ
ザ
イ
ン
の
カ
ー
ド
は
新
山
口
駅

観
光
案
内
所
で
２
０
３
５
枚
配
布
し
て

い
る
︒
来
ら
れ
て
い
る
方
の
う
ち
︑
約

60
％
が
県
外
の
方
で
︑
中
に
は
ド
イ
ツ

や
香
港
︑
カ
ナ
ダ
︑
台
湾
︑
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
等
海
外
か
ら
も
来
ら
れ
て
い

る
︒
ま
た
︑
各
観
光
案
内
所
で
は
午
前

９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
︑
年
中
無
休

で
配
布
し
て
い
る
﹂
と
執
行
部
か
ら
説

明
が
あ

り
ま
し

た
︒

　

な
お
︑

本
委
員

会
に
付

託
さ
れ

た
９
件

の
議
案

に
つ
い

て
は
︑

全
会
一

致
で
可

決
し
ま

し
た
︒

　

執
行
部
か
ら
﹁
現
在
整
備
中
の
新
山

口
駅
北
口
駅
前
広
場
が
平
成
30
年
３
月

に
供
用
開
始
で
き
る
見
通
し
か
ら
︑
歩

行
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
の
確
保
︑

交
通
機
関
相
互
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性

向
上
及
び
多
様
な
交
流
と
に
ぎ
わ
い
の

創
出
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
﹂

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

委
員
か
ら
﹁
条
例
中
︑
情
報
提
供
施

設
の
使
用
料
に
つ
い
て
︑
ど
の
よ
う
な

利
用
に
対
し
発
生
す
る
の
か
伺
う
﹂
と

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

執
行
部
か
ら
﹁
例
え
ば
︑
広
場
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
で
放
送
の
み
行
う

場
合
の
使
用
料
は
１
時
間
２
２
０
円
︑

さ
ら
に
録
音
機
材
等
を
使
用
す
る
場
合

は
１
時
間
６
３
０
円
を
追
加
し
︑
外
部

へ
の
伝
送
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
１

時
間
２
１
０
円
を
追
加
す
る
な
ど
︑
施

設
使
用
料
は
建
設
費
や
維
持
管
理
費
を

も
と
に
使
用
す
る
設
備
に
応
じ
て
設
定

し
た
﹂
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

 

　

委
員
か
ら
﹁
中
原
中
也
記
念
館
と
文

※

豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
の
コ
ラ
ボ
企
画

は
大
変
好
評
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
︑

ど
の
よ
う
な
好
影
響
が
あ
っ
た
か
状
況

を
伺
う
﹂
と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

執
行
部
か
ら
﹁
10
月
４
日
か
ら
中

原
中
也
記
念
館
で
開
催
し
て
い
る
企

画
展
﹃
コ
ミ
ッ
ク
の
な
か
の
中
也
﹄

と
﹃
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
ｉ
ｎ
湯
田
温

泉
﹄
が
大
変
好
評
で
あ
り
︑
中
原
中
也

記
念
館
の
10
月
︑
11
月
の
入
館
者
数
は

１
万
１
０
２
７
人
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑

湯
田
温
泉
観
光
回
遊
拠
点
施
設
﹃
狐
の

足
あ
と
﹄
も
９
月
か
ら
11
月
の
入
館

者
数
は
昨
年
比
１
３
７・
５
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
︑
湯
田
温
泉
全
体
へ
の
波

及
効
果
も
あ
る
と
考
え
る
︒
多
く
の
若

者
が
ま
ち
を
歩
い
て
お
り
︑
客
層
が
変

わ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
る
﹂

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

な
お
︑
本
分
科
会
で
審
査
し
た
補
正

予
算
議
案
に
つ
い
て
は
︑
反
対
意
見
及

び
修
正
案
の
提
出
に
関
す
る
言
及
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
︒
ま
た
︑
本
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
７
件
の
議
案
の
う
ち
︑

議
案
第
14
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
︑
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
︒ 

経
済
建
設
委
員
会（
分
科
会
）
右
田 

芳
雄
︵
委
員
長
︶　

 

其
原 

義
信
︵
副
委
員
長
︶

藏
成 

幹
也　

･ 　

田
中 

勇　

 　

･ 　

馬
越 

帝
介

倉
重 

浩　　

･ 　

西
村 

芳
和　

 ･ 　

氏
永 

東
光

新
山
口
駅
北
口
交
通
広
場
設
置

及
び
管
理
条
例
に
つ
い
て

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
に
つ
い
て

文
豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
と
の

コ
ラ
ボ
企
画
に
つ
い
て

スタンプラリー in湯田温泉
パンフレットより

※「文豪ストレイドッグス」　原作：朝霧カフカ氏　漫画：春河35氏による異能アクションバトル作品。現代横浜を舞台に、
中原中也のほか、実在する文豪をモチーフにしたキャラクターたちが、それぞれの作品名を冠する異能力を駆使してバト
ルを繰り広げる。

山口市のマンホールカード
左から山口七夕ちょうちんまつり、ＳＬ「やまぐち」号、パラ
ボラアンテナ
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新
本
庁
舎
整
備
基
本
方
針
の
考

え
方
と
市
長
の
思
い
を
伺
う
︒

　

次
期
総
合
計
画
の
重
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
基
本
構
想
に
位

置
づ
け
︑
本
市
全
体
の
発
展
を
支
え
る
市

民
共
有
の
財
産
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
︒

　

総
合
支
所
や
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
権
限
強
化
と
組
織
体
制
は

ど
う
検
討
す
る
の
か
︒

　

次
期
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
︑
協
働
に
よ
る

﹁
個
性
と
安
心
の
21
地
域
づ
く
り
﹂
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け
︑
地
域
の
こ
と
は

地
域
で
解
決
で
き
る
山
口
ら
し
い
地
域

内
分
権
の
確
立
を
図
る
︒
ま
た
総
合
支
所

を
本
庁
の
各
部
局
と
同
等
に
位
置
づ
け
︑

政
策
管
理
室
も
設
置
し
た
い
︒
各
地
域

の
豊
か
な
暮
ら
し
と
交
流
を
支
え
る
組

織
と
し
て
︑
よ
り
一
層
の
機
能
強
化
が

必
要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
︒

　

新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
が

本
市
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
効
果

を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
か
︒

　

官
民
連
携
の
も
と
多
目
的
ホ
ー

ル
を
初
め
と
す
る
拠
点
施
設
の
各

種
機
能
を
整
備
展
開
し
︑
交
流
人
口
の

創
出
︑
起
業
や
地
域
に
根
差
し
た
産
業

振
興
を
促
す
こ
と
で
︑
広
域
的
な
経
済

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
︒

県
央
創
造
清
風
会

野
村
　
幹
男

市
長
選
挙
の
公
約

実
現
に
つ
い
て

県
央
創
造
維
新
会

原
　
真
也

10
年
後
の
山
口
市
の

ま
ち
の
姿
は

公
明
党

桜
森
　
順
一

心
か
よ
う「
市
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
」に
つ
い
て

県
央
創
造
新
星
会

瀧
川
　
勉

「
教
育
・
子
育
て
な

ら
山
口
」
に
つ
い
て

　

広
域
県
央
中
核
都
市
づ
く
り
と

個
性
と
安
心
の
21
地
域
づ
く
り

を
︑
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
に
お
い

て
も
引
き
続
き
都
市
政
策
の
柱
と
し
た

市
長
の
思
い
を
聞
く
︒
ま
た
︑
10
年
後

の
山
口
市
の
姿
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
伺
う
︒

　

新
市
発
足
以
来
︑
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
は
広
域
県
央
中
核
都
市
づ

く
り
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
都

市
政
策
の
２
つ
の
柱
と
し
て
き
た
︒
こ

の
２
つ
の
柱
を
引
き
続
き
発
展
さ
せ
る

形
で
︑
第
二
次
総
合
計
画
に
お
け
る
都

市
政
策
の
柱
を
広
域
県
央
中
核
都
市
づ

く
り
と
︑
個
性
と
安
心
の
21
地
域
づ
く

り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒
10
年
後

の
本
市
の
ま
ち
の
姿
も
︑
個
性
あ
る
21

地
域
が
個
性
や
特
長
を
生
か
し
︑
連
携

す
る
中
で
農
山
村
も
都
市
部
も
発
展
す

る
︑
山
口
都
市
核
も
小
郡
都
市
核
も
発

展
す
る
︑
山
口
市
全
体
と
し
て
発
展
し

て
い
る
ま
ち
の
姿
を
思
い
描
い
て
い
る
︒

住
ん
で
よ
か
っ
た
︑
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
山
口
市
と
心
か
ら
思
え
る
定

住
実
現
の
ま
ち
づ
く
り
と
山
口
市
の
発

展
の
た
め
に
全
力
を
注
い
で
い
く
︒

そ
の
他
の
質
問

○
平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
　
　
　

て

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
の
充
実
を
図
る
た
め
︑
本
市
の

組
織
に
﹁
こ
ど
も
未
来
部
﹂
を
新
設
す

る
と
の
こ
と
だ
が
︑
そ
の
設
置
目
的
と

政
策
展
開
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

健
康
福
祉
部
が
所
管
し
て
い
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

施
策
事
業
を
集
約
し
︑
教
育
委
員
会
事

務
局
が
所
管
し
て
い
る
幼
稚
園
に
関
す

る
業
務
を
市
長
部
局
へ
移
管
す
る
こ
と

で
︑
一
元
的
︑
効
果
的
な
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
︒

﹁
働
く
な
ら
・
起
業
す
る
な
ら
山
口
﹂

　

企
業
誘
致
︑
創
業
支
援
及
び
地

場
産
業
支
援
の
好
循
環
に
よ
り
︑

雇
用
や
税
収
を
初
め
と
す
る
本
市
の
地

域
経
済
の
活
性
化
並
び
に
定
住
促
進
に

大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
︒
地
場

企
業
に
も
新
規
起
業
や
誘
致
企
業
と
変

わ
ら
な
い
支
援
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
い
か
が
か
︒

　

地
場
企
業
の
支
援
の
取
り
組
み

は
︑
企
業
誘
致
や
創
業
支
援
と
同

様
に
大
変
重
要
で
あ
り
︑
相
互
に
効
果

を
発
揮
し
地
域
経
済
に
好
循
環
が
生
ま

れ
る
こ
と
で
︑
地
域
の
活
性
化
や
定
住

促
進
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
︒
地
場
企
業
に
対
し
て
も
幅
広

い
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

　

平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針

で
︑
地
域
づ
く
り
の
最
前
線
で
職

員
が
地
域
と
と
も
に
汗
を
流
し
︑
多
様

な
市
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な
行
政
課
題
に

対
応
で
き
る
地
域
第
一
の
市
役
所
づ
く

り
を
進
め
る
と
あ
る
が
︑
ど
の
よ
う
に

心
か
よ
う
人
材
を
育
成
す
る
の
か
伺
う
︒

　

職
員
が
市
民
と
同
じ
目
線
︑
同

じ
立
場
に
立
ち
︑
市
民
に
寄
り
添

う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
︑
他
人
事
で
は
な
く
︑
自
分
事
と

し
て
職
員
が
積
極
的
に
地
域
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
︒
全
職
員
の
意
識
改
革
を
促
し
︑
市

民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
︑
建
設
的
に

取
り
組
め
る
職
員
の
育
成
に
努
め
た
い
︒

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　

猟
友
会
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り

担
い
手
が
不
足
す
る
中
︑
広

※

域
鳥

獣
ク
ラ
ウ
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
を
導
入
し
︑
捕
獲
活
動
の
軽
減
を
図

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
見
解
を
伺
う
︒

　

事
業
の
導
入
に
よ
り
︑
捕
獲
活

動
の
負
担
軽
減
や
捕
獲
の
効
率
化

が
な
さ
れ
︑
鳥
獣
被
害
の
軽
減
が
期
待

で
き
る
︒
課
題
で
あ
る
捕
獲
隊
員
の
高

齢
化
等
に
よ
る
担
い
手
不
足
の
対
策
に

も
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
︑
事

業
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

※「広域鳥獣クラウド・プロジェクト推進事業」　ＩＣＴを活用した鳥獣被害対策の横展開に向けて、複数市町村が連携して、
有害鳥獣の効率的な追い払い・捕獲を実現するための広域鳥獣クラウドを導入し、農作物被害を低減させようというもの。9 やまぐち市議会だより　2018.2
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鴻
南
地
区
に
お
け
る
救
急
体
制

の
強
化
に
関
し
︑
こ
れ
ま
で
議
会

で
何
度
も
取
り
上
げ
︑
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
申
し
上
げ

て
き
た
が
︑
現
在
の
状
況
︑
今
後
の
事

業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

当
面
の
取
り
組
み
と
し
て
︑
平

成
30
年
４
月
か
ら
中
央
消
防
署
に

救
急
隊
を
１
隊
増
隊
し
︑
ま
ず
は
平
日

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
の
出

場
体
制
を
整
え
た
後
︑
平
成
31
年
秋
か

ら
は
︑
こ
れ
を
24
時
間
体
制
と
す
る
こ

と
と
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
︒

　

ま
た
︑
市
民
の
日
常
生
活
の
安
心
を

高
め
る
た
め
︑
鴻
南
地
区
へ
の
消
防
出

張
所
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
︑
救
急
体
制
の
強
化
を
市

政
の
方
向
と
し
て
︑
第
二
次
山
口
市
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
た

い
と
考
え
て

い
る
︒
消
防

本
部
と
し
て

は
︑
で
き
る

だ
け
早
く
整

備
す
る
方
向

で
努
力
し
て

い
く
考
え
で

あ
る
︒

自
民
ク
ラ
ブ伊

藤
　
斉

鴻
南
地
区
の

救
急
体
制
の
強
化

日
本
共
産
党尾上

　
頼
子

総
合
支
所
の
機
能
強

化
と
再
編
、
総
合
支

所
の
役
割
と
21
地
域

至
誠
会

村
田
　
力

山
口
市
新
本
庁
舎
整

備
基
本
方
針

市
民
ク
ラ
ブ部谷

　
翔
大

認
定
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

制
度
創
設

　

合
併
で
︑
旧
町
の
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
や
顔
の
見
え
る
行
政
を

全
市
に
広
げ
︑
地
域
振
興
を
全
市
で
支

え
る
︑
市
民
は
そ
れ
を
期
待
し
て
い
た
︒

山
口
総
合
支
所
を
含
む
６
つ
の
総
合
支

所
が
21
地
域
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
べ
き

だ
︒
山
口
総
合
支
所
の
果
た
す
役
割
と

支
所
機
能
強
化
予
算
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

今
年
度
︑
旧
町
の
各
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
を
各
総
合
支
所
の
下
に

位
置
づ
け
た
︒
次
年
度
は
予
算
権
限
の

委
譲
等
で
機
能
強
化
を
進
め
た
い
︒
旧

山
口
市
の
各
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
本

庁
や
近
隣
の
総
合
支
所
と
も
連
携
・
補

完
し
合
う
形
で
充
実
を
図
り
た
い
︒
21

地
域
を
ど
の
よ
う
な
形
で
各
総
合
支
所

が
カ
バ
ー
し
て
い
く
か
は
︑
地
域
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
引
き
続
き
検
討
す
る
︒

　

総
合
支
所
の
機
能
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
予
算
は
︑
総
合
支
所
の

職
員
が
中
心
と
な
り
事
業
を
企
画
立
案

し
予
算
化
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
︒

　

総
合
支
所
を
本
庁
の
各
部
局
と

同
等
の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
︑

総
合
支
所
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

エ
リ
ア
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
︒

そ
の
他
の
質
問

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

○
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

　

今
後
︑
少
子
化
に
よ
り
中
学
校

だ
け
で
は
部
活
動
の
維
持
は
難
し

く
︑
特
に
多
種
目
と
な
る
と
一
つ
の
中

学
校
で
は
維
持
で
き
な
く
な
る
た
め
︑

中
学
校
や
地
域
に
縛
ら
れ
な
い
活
動
場

所
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
︒

　

私
は
山
口
ガ
ー
ル
ズ
と
い
う
女
子
中

学
軟
式
野
球
チ
ー
ム
の
代
表
を
務
め
て

い
る
︒
中
学
校
に
女
子
野
球
部
が
な
い

た
め
︑
プ
レ
ー
を
断
念
し
て
い
た
県
内

で
二
百
人
を
超
え
る
小
学
女
子
選
手
の

受
け
皿
と
し
て
創
設
し
た
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
で
あ
る
︒
部
活
動
維
持
の
た
め
に
は
︑

こ
う
し
た
中
学
校
部
活
動
の
代
替
機
能

を
持
つ
チ
ー
ム
を
ふ
や
し
︑
運
動
部
︑

文
化
部
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
機
能
を
持

つ
と
認
め
ら
れ
た
チ
ー
ム
の
金
銭
的
負

担
を
考
慮
し
︑
認
定
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と

し
て
︑
公
共
施
設
利
用
料
等
を
減
免
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
る
が
い
か
が
か
︒

　

部
活
動
に
対
す
る
各
学
校
の
主

体
的
な
運
営
を
尊
重
し
つ
つ
︑
持

続
可
能
な
運
営
体
制
を
支
援
す
る
た
め

に
︑
部
活
動
指
導
員
制
度
の
導
入
等
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
︑
少
人
数
化
に
よ

り
合
同
チ
ー
ム
の
編
成
が
必
要
と
な
る

学
校
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
︑
子
供

た
ち
が
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
や
す

い
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
︒

　

新
本
庁
舎
整
備
基
本
方
針
は
︑

議
案
と
な
り
議
決
の
対
象
と
な
る

の
か
︑
そ
れ
と
も
市
長
決
裁
に
よ
り
方
針

が
決
定
さ
れ
る
の
か
を
伺
う
︒

　

地
方
自
治
法
で
は
︑
条
例
に
お

い
て
議
決
す
べ
き
事
項
を
定
め
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
︑
本
市
に

お
い
て
は
︑
総
合
計
画
基
本
構
想
と
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
︑
形
成
方
針
の
策
定
等

に
関
す
る
事
項
の
２
項
目
を
定
め
て
い

る
︒
基
本
方
針
案
は
︑
地
方
自
治
法
や
本

市
の
条
例
に
規
定
さ
れ
た
議
決
す
べ
き
事

項
に
該
当
せ
ず
︑
市
長
決
裁
に
よ
り
決
定

す
る
こ
と
と
な
る
︒

　

議
決
さ
れ
な
い
基
本
方
針
に
は

法
的
根
拠
は
な
い
が
﹁
本
市
の
本

庁
舎
は
現
在
の
位
置
に
建
て
か
え
整
備
を

す
る
﹂
と
明
記
さ
れ
た
総
合
計
画
基
本
構

想
が
可
決
さ
れ
た
場
合
︑﹁
現
在
の
位
置

に
建
て
か
え
整
備
を
す
る
﹂
部
分
は
法
的

拘
束
力
を
持
ち
︑
新
本
庁
舎
整
備
に
係
る

重
要
事
項
を
総
合
計
画
基
本
構
想
で
議
決

す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
︒
議
決
に
付

す
べ
き
事
件
に
︑
新
本
庁
舎
整
備
基
本
方

針
の
策
定
等
を
加
え
︑
議
会
の
議
決
を
経

て
手
続
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解

を
伺
う
︒

　

重
要
で
は
あ
る
が
︑
議
決
と
い

う
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
︒

山口南消防署での救急搬送訓練
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山
口
都
市
核
で
は
大
内
氏
や
サ

ビ
エ
ル
︑
中
原
中
也
な
ど
の
Ｐ
Ｒ

が
さ
れ
て
い
る
が
︑
産
業
集
積
点
・
交

通
結
節
点
と
い
う
都
市
化
の
部
分
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
小
郡
都
市

核
に
も
︑
種
田
山
頭
火
や
近
代
彫
刻
家

の
河
内
山
賢
祐
氏
の
作
品
な
ど
市
民
が

誇
り
に
思
う
文
化
資
源
が
多
く
あ
る
︒

新
山
口
駅
周
辺
に
整
備
さ
れ
る
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
等
で
小
郡
都
市
核
の
文
化

情
報
を
県
内
外
に
発
信
し
て
ほ
し
い
︒

　

市
全
域
に
所
在
す
る
多
様
な
文

化
資
源
を
本
市
独
自
の
個
性
と
し

て
最
大
限
活
用
し
︑
市
内
21
地
域
の
特

長
や
個
性
を
際
立
た
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
︒現
在
︑小
郡
地
域
で
は
︑

小
郡
文
化
資
料
館
や
其
中
庵
に
お
い
て

展
示
や
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
︒
今

後
も
こ
れ
ら
を
基
本
と
し
な
が
ら
︑
市

全
域
に
所
在
す
る
文
化
資
源
等
を
総
合

的
に
Ｐ
Ｒ
し
︑
情
報
発
信
し
て
い
く
観

点
か
ら
︑
新
山
口
駅
周
辺
に
新
た
に
整

備
す
る
施
設
や
既
存
の
公
共
施
設
等
で

の
活
用
も
幅
広
く
検
討
し
た
い
︒

そ
の
他
の
質
問

○
新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
整
備
事

業
に
つ
い
て

○
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

○
監
査
委
員
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

小
田
村
　
克
彦

小
郡
都
市
核
で
の

文
化
情
報
発
信
に

つ
い
て

県
央
創
造
清
風
会

中
野
　
光
昭

働
き
が
い
の
あ
る

ふ
る
さ
と
に

県
央
創
造
維
新
会

馬
越
　
帝
介

第
二
次
総
合
計
画
の

数
値
目
標
と

交
流
人
口
に
つ
い
て

公
明
党

其
原
　
義
信

農
山
村
エ
リ
ア
の
発

展
を
！

小
郡
都
市
核
に
お
け
る
産
業
振
興

　

民
有
地
活
用
に
お
け
る
企
業
立

地
推
進
策
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

小
郡
都
市
核
と
そ
の
周
辺
︑
と

り
わ
け
南
部
地
域
は
企
業
ニ
ー
ズ

が
高
い
地
域
で
あ
る
︒
民
有
地
の
活
用

を
促
し
︑
引
き
続
き
積
極
的
に
誘
致
活

動
を
展
開
し
た
い
︒

　

空
き
店
舗
活
用
等
若
者
起
業
支

援
策
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

商
工
振
興
策
に
も
つ
な
が
る
よ

う
空
き
店
舗
状
況
等
の
調
査
を
行

い
︑
空
き
店
舗
バ
ン
ク
等
ど
の
よ
う
な

施
策
展
開
が
で
き
る
か
検
討
し
た
い
︒

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
相
談

窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

整
備
予
定
の
起
業
創
業
・
中
小

企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
窓
口

を
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
︒

障
が
い
者
雇
用
政
策

　

法
定
雇
用
率
改
定
に
伴
う
障
が

い
者
雇
用
政
策
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

山
口
労
働
局
と
締
結
し
た
雇
用

対
策
協
定
に
基
づ
き
︑
地
元
企
業

に
障
が
い
者
の
積
極
的
な
雇
用
確
保
に

つ
い
て
共
同
要
請
を
行
う
︒
相
談
対
応

の
充
実
︑
農
福
連
携
な
ど
の
取
り
組
み

も
鋭
意
進
め
る
︒
精
神
科
医
療
機
関
と

の
連
携
も
強
化
し
実
態
把
握
に
努
め
る
︒

　

農
山
村
エ
リ
ア
の
発
展
を
図
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針
で

総
合
支
所
エ
リ
ア
の
地
域
再
生
を

図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
１
億
円
の
配
分

を
想
定
し
て
い
る
︒
例
え
ば
阿
東
地
域

で
は
︑
Ｊ
Ｒ
山
口
線
や
国
道
９
号
を
地

域
観
光
交
流
軸
と
し
︑
沿
線
の
環
境
整

備
な
ど
観
光
資
源
の
回
遊
性
を
向
上
さ

せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
も
想
定
さ
れ
る
︒

子
供
の
医
療
費
の
無
料
化

　

可
能
な
限
り
対
象
拡
大
を
図
ら

れ
た
い
と
願
う
が
考
え
を
伺
う
︒

　

対
象
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
︒
な
お
︑
対
象
拡
大
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
︑
今
後
の
予

算
編
成
作
業
の
中
で
検
討
し
た
い
︒

子
供
の
発
達
に
関
す
る
気
づ
き

　

子
供
の
発
達
に
関
す
る
気
づ
き

を
保
育
士
が
保
護
者
に
は
伝
え
に

く
い
場
合
が
あ
る
︒
臨
床
心
理
士
が
保

育
園
を
訪
問
し
て
専
門
的
な
立
場
で
気

づ
き
を
促
す
よ
う
に
し
て
は
い
か
が
か
︒

　

１
歳
６
カ
月
児
健
診
や
３
歳
児

健
診
︑
５
歳
児
の
発
達
相
談
な
ど

で
早
期
に
把
握
︑
対
応
す
る
体
制
を
と
っ

て
い
る
が
︑
専
門
職
が
保
育
園
等
を
巡

回
し
相
談
を
受
け
る
よ
う
な
相
談
機
能

も
今
後
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
︒

　

第
二
次
総
合
計
画
で
は
︑
10
年

後
の
都
市
像
を
３
つ
の
数
値
指
標

で
表
し
て
い
る
が
︑
こ
の
３
つ
の
数
値

を
選
ん
だ
理
由
を
伺
う
︒

　

平
成
39
年
度
の
ま
ち
の
姿
を

﹁
定
住
人
口
﹂﹁
交
流
人
口
﹂﹁
ふ

る
さ
と
指
標
﹂
の
３
つ
の
数
値
で
表
し

て
い
る
︒
基
本
構
想
に
こ
の
３
つ
の
数

値
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
︑
人
口
減
少

と
少
子
化
に
歯
ど
め
を
か
け
︑
高
齢
社

会
が
進
展
す
る
中
で
も
豊
か
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
︑
そ

し
て
交
流
人
口
を
ふ
や
す
こ
と
で
さ
ら

な
る
ま
ち
の
豊
か
さ
や
経
済
活
力
に
つ

な
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
で
あ
る
︒
３

つ
の
数
値
で
表
す
将
来
都
市
像
を
地
域

社
会
全
体
の
共
通
目
標
と
し
︑
総
合
計

画
の
諸
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
︒

　

交
流
人
口
の
増
大
策
に
つ
い
て

伺
う
︒

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
第
一
次
実

行
計
画
に
お
い
て
︑
８
つ
の
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
交
流
人
口

創
出
へ
の
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
︑
観

光
担
当
部
局
の
事
業
展
開
に
と
ど
ま
ら

ず
︑
全
庁
的
に
施
策
横
断
的
な
取
り
組

み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
︒
ま
た
︑
取

り
組
み
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
新
た
な

組
織
体
制
も
検
討
し
て
い
き
た
い
︒
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部
員
の
技
術
向
上
︑
教
員
の
長

時
間
労
働
の
軽
減
を
目
的
に
本
年

４
月
よ
り
文
部
科
学
省
が
外
部
人
材
に

よ
る
部
活
動
指
導
員
を
制
度
化
し
た
が
︑

本
市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
︒

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
制
度
導
入

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
︒

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
団
体
競
技

を
し
て
い
た
が
︑
中
学
校
で
は
部

活
動
が
な
い
た
め
大
会
に
出
場
で
き
な

い
事
例
が
ふ
え
て
い
る
︒
他
の
中
学
校

と
の
合
同
出
場
に
当
た
っ
て
も
︑
両
方

の
学
校
に
そ
の
部
活
動
が
公
式
に
認
め

ら
れ
て
い
な
い
と
出
場
で
き
な
い
等
の

規
定
が
あ
り
︑
ま
た
部
活
動
を
認
め
る

か
ど
う
か
は
教
員
の
権
限
に
よ
る
と
も

聞
く
が
︑
こ
の
実
態
を
ど
う
考
え
る
か
︒

　

平
成
21
年
に
規
定
が
改
正
さ
れ
︑

単
独
で
出
場
最
低
人
数
に
満
た
な

い
学
校
は
ど
の
学
校
と
も
合
同
チ
ー
ム

の
編
成
が
可
能
と
な
っ
た
が
︑
ニ
ー
ズ

に
十
分
沿
え
て
い
な
い
現
状
も
あ
る
︒

部
活
動
指
導
員
制
度
を
有
効
活
用
し
︑

合
同
チ
ー
ム
の
必
要
な
学
校
が
大
会
等

へ
円
滑
に
参
加
で
き
る
条
件
整
備
を
す

る
と
と
も
に
︑
部
の
存
廃
等
の
検
討
の

際
に
は
︑
学
校
へ
よ
り
多
く
の
選
択
肢

を
提
供
し
︑
子
供
た
ち
の
希
望
が
十
分

反
映
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
た
い
︒

県
央
創
造
維
新
会

泉
　
裕
樹

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の

教
育
づ
く
り

県
央
創
造
新
星
会

山
下
　
宏

第
二
次
山
口
市
行
政

改
革
大
綱
に
つ
い
て

公
明
党

山
本
　
敏
昭

投
票
所
に
お
け
る

合
理
的
配
慮

公
明
党

村
上
　
満
典

山
口
県
立
大
学
移
転

に
伴
う
跡
地
利
用
に

つ
い
て

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
人
工
知
能
の
利
活
用

は
研
究
の
段
階
か
ら
使
い
な
が
ら

進
化
さ
せ
る
時
代
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
︒
今
後
は
司
令
塔
的
役
割
を
持
っ
た

専
門
部
署
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
課
が
必

要
だ
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
︒

　

部
局
横
断
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
︑
組
織
体
制
の
見
直
し
も
含

め
さ
ら
な
る
推
進
体
制
の
充
実
に
向
け

て
検
討
を
進
め
る
︒

第
二
次
山
口
市
市
民
交
通
計
画

　

バ
ス
利
用
者
が
便
利
で
安
心
し

て
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
︑
難

聴
者
の
方
へ
の
配
慮
等
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

バ
ス
事
業
者
に
対
し
交
通
系
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
や
バ

※
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
支
援
す
る
︒
ま
た
︑

集
団
補
聴
装
置
の
導
入
事
例
等
を
参
考

に
バ
ス
事
業
者
と
と
も
に
研
究
し
た
い
︒

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
芝
生
化
事
業

　

モ
デ
ル
校
と
し
て
名
田
島
小
学

校
と
嘉
川
小
学
校
が
取
り
組
ん
で

い
る
が
効
果
と
今
後
の
展
開
を
伺
う
︒

　

体
力
・
運
動
能
力
の
調
査
結
果

で
は
︑
と
も
に
本
市
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
︒
学
校
と
地
域
の
連
携
面

で
の
効
果
も
上
が
っ
て
い
る
︒
要
望
さ

れ
る
地
域
に
対
し
現
地
見
学
会
や
意
見

交
換
会
を
行
う
等
︑
推
進
に
取
り
組
む
︒

　

山
口
県
立
大
学
移
転
後
の
跡
地

利
用
は
︑
宮
野
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
と
き
に
決
し
て
無
視
で
き

な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
︒
市
の
所
有

地
で
は
な
い
た
め
権
限
に
限
界
は
あ
る

が
︑
市
と
し
て
こ
の
問
題
に
ど
う
向
き

合
っ
て
い
く
の
か
︒
ま
た
︑
方
針
や
方

向
性
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
︒

　

山
口
県
立
大
学
は
平
成
35
年
度

ま
で
に
国
道
９
号
北
側
用
地
へ
施

設
を
集
約
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
︑
国
道

９
号
南
側
の
お
よ
そ
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

用
地
は
︑
そ
の
後
に
大
学
法
人
が
売
却

し
︑
売
却
益
は
県
に
納
付
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
︒
県
に
お
け
る
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
︑
現
時
点
で
売
却
を
基
本
と

す
る
以
外
の
具
体
的
な
見
通
し
は
た
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
か
ら
︑
引
き
続
き

県
へ
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
︒

ま
た
︑
車
座
ト
ー
ク
や
い
っ
し
ょ
に
創

る
未
来
懇
話
会
な
ど
を
通
じ
て
︑
宮
野

地
域
の
方
々
か
ら
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
跡
地
活
用
策
と
し

て
の
意
見
等
を
い
た
だ
い
て
い
る
︒
こ

う
し
た
意
見
等
を
受
け
止
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
︑
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
よ
う
な
跡
地
利
用
と
な
る
よ
う
︑
今

後
の
活
用
の
方
向
性
を
整
理
し
な
が
ら
︑

県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
︒

　

障
が
い
者
の
方
へ
の
合
理
的
配

慮
の
た
め
︑
期
日
前
投
票
所
を

含
む
全
て
の
投
票
所
に
コ

※

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
を
提
案
す
る
が

見
解
を
伺
う
︒

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

有
権
者
の
方
を
適
切
に
案
内
す
る

こ
と
は
︑
投
票
事
務
の
基
本
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
︑
よ
り
有
権
者
に
配
慮

し
た
対
応
と
な
る
よ
う
事
務
従
事
者
向

け
の
説
明
会
等
の
場
で
指
導
し
て
い
く
︒　

　

ま
た
︑
聴
覚
障
が
い
の
方
と
も
円
滑

な
意
思
疎
通
が
図
れ
る
環
境
を
整
備
す

る
観
点
か
ら
︑
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
の
導
入
︑
活
用
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
︒

そ
の
他
の
質
問

○
山
口
市
定
員
管
理
計
画
に
つ
い
て

○
墓
地
行
政
に
つ
い
て

※「バスロケーションシステム」　無線通信やＧＰＳ等を用いてバスの位置情報を収集し、バス停の表示板や携帯電話、
パソコンに情報提供するシステム。

※「コミュニケーションボード」　会話によるコミュニケーションが困難な方に対して、分かりやすいイラストを指でさ
しながら意思を伝えることができる会話板のこと。

コミュニケーションボード（群馬県選挙管理委員会提供）
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市
長
︑
町
長
等
が
署
名
捺
印
し

各
議
会
が
議
決
し
た
合
併
協
定
書

の
項
目
は
法
定
拘
束
力
が
な
い
と
し
た

が
︑
行
政
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
︑
部

門
計
画
は
法
的
拘
束
力
が
あ
る
の
か
︒

　

全
体
的
に
行
政
計
画
は
法
的
拘

束
力
は
な
い
が
︑
そ
の
場
面
場
面

に
よ
っ
て
拘
束
力
は
あ
る
と
考
え
る
︒

新
山
口
駅
北
地
区
拠
点
施
設
整
備
事
業　　

　

三
階
建
の
低
密
度
の
開
発
で
あ

る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス(

寮)

や
ア
パ
ー

ト
の
計
画
を
今
は
中
止
し
︑
近
く
商
業

地
域
と
な
る
駅
前
一
等
地
に
ふ
さ
わ
し

い
施
設
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
︒

　

事
業
者
選
定
委
員
会
で
選
定

し
︑
募
集
条
件
に
沿
っ
て
い
る
の

で
再
検
討
は
考
え
て
い
な
い
︒

　

市
民
の
財
産
の
市
有
地
の
貸
付

料
が
一
坪
で
月
に
約
４
３
９
円
と

余
り
に
も
安
い
値
段
で
あ
る
︒
再
考
を
︒

　

鑑
定
評
価
に
基
づ
い
た
適
正
な

価
格
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
︒

中
核
市
へ
の
挑
戦

　

中
核
市
制
度
は
︑
県
央
中
核
都

市
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
有
効

な
ツ
ー
ル
だ
と
考
え
る
︒
人
口
要
件
の

問
題
は
あ
る
が
挑
戦
す
べ
き
だ
︒

　

人
口
要
件
を
満
た
し
て
お
ら

ず
︑中
核
市
と
な
る
の
は
難
し
い
︒　

至
誠
会

氏
永
　
東
光

法
的
拘
束
力

に
つ
い
て

県
央
創
造
清
風
会

山
本
　
貴
広

高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
に
つ
い
て

県
央
創
造
清
風
会

坂
井
　
芳
浩

こ
れ
か
ら
の
南
部
地

域
の
振
興
に
向
け
た

方
策

県
央
創
造
維
新
会

宮
川
　
英
之

公
共
交
通
を
拡
充
し

交
通
弱
者
対
策
を
！

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
︵
第

２
層
︶
を
配
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
︑

社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
て
き
た
地
域

福
祉
活
動
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
生
活
支
援
の
担
い
手
の
養
成
︑

資
源
開
発
及
び
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
等

関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
︑
支
援

ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
の
活
動

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
役
割
を
担
い
︑
市

全
体
で
活
動
す
る
第
１
層
と
日
常
圏
域

に
お
い
て
活
動
す
る
第
２
層
の
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
共
同
し
て

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を
推
進
す
る
と
さ

れ
て
い
る
︒
第
１
層
は
平
成
27
年
度
か

ら
山
口
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

て
お
り
︑
北
部
と
南
部
に
各
１
名
配
置

し
て
介
護
予
防・生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
開
催
や
︑
い
き
い
き
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
︑
い
き
い
き
百
歳
体
操
︑

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
︑
有
償
在
宅
サ
ー

ビ
ス
等
へ
つ
な
ぐ
支
援
を
行
っ
て
い
る
︒

今
後
は
第
１
層
と
第
２
層
が
地
域
資
源

の
情
報
共
有
や
個
別
の
支
援
事
案
の
検

討
等
を
行
う
協
議
の
場
を
定
期
的
に
持

ち
︑
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し
連
携

強
化
を
図
り
︑
と
も
に
支
え
合
う
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
︒

　

第
二
次
山
口
市
市
民
交
通
計
画

の
策
定
に
お
い
て
︑
路
線
網
の
検

証
や
再
編
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
︑
公

共
交
通
に
対
す
る
市
民
満
足
度
は
低
く
︑

ま
た
︑
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
が
社

会
問
題
と
な
り
免
許
返
納
者
が
増
加
す

る
中
︑
最
低
限
の
交
通
手
段
の
確
保
が

求
め
ら
れ
る
な
ど
課
題
が
あ
る
︒
こ
れ

ら
の
解
決
に
は
︑
バ
ス
路
線
の
拡
大
や

充
実
も
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
︒

　

公
共
交
通
網
の
路
線
拡
大
や
充

実
に
お
い
て
は
︑
公
共
交
通
機
関

の
利
用
者
の
減
少
や
運
転
士
不
足
の
状

況
か
ら
︑
現
状
を
維
持
し
た
ま
ま
で
の

増
便
や
路
線
拡
充
は
困
難
で
あ
り
︑
必

要
な
バ
ス
路
線
は
確
保
し
つ
つ
ル
ー
ト

や
ダ
イ
ヤ
︑
便
数
が
最
適
と
な
る
よ
う

見
直
し
て
い
き
た
い
︒
見
直
し
に
お
い

て
は
ニ
ー
ズ
の
反
映
が
重
要
で
あ
る
た

め
︑
総
合
時
刻
表
に
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が

き
を
添
付
す
る
等
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に

意
見
を
伺
う
機
会
を
ふ
や
し
た
い
︒

そ
の
他
の
質
問

○
行
政
改
革
に
つ
い
て

○
起
業
創
業・中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

○
市
民
温
泉
整
備
に
つ
い
て

○
新
山
口
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設

置
に
つ
い
て

　

こ
れ
か
ら
の
南
部
地
域
の
振
興

に
向
け
た
方
策
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
水
稲
や

麦
︑
大
豆
の
栽
培
に
向
け
た
圃
場

整
備
事
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
︑
国
や

県
に
引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
き
た
い
︒

ま
た
︑
露
地
野
菜
や
イ
チ
ゴ
等
南
部
地

域
で
は
多
く
の
農
産
物
が
生
産
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
︑
地
域
内
外
の
直
売
施

設
等
を
活
用
し
た
集
荷
か
ら
流
通
︑
直

売
に
つ
な
げ
る
新
し
い
供
給
体
制
も
検

討
し
て
お
り
︑
新
た
な
販
路
拡
大
に
よ

る
農
業
所
得
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
︒
移
住・交
流
施
策
に
つ
い
て
は
︑

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等
の
直
接
的
な
移

住
・
定
住
へ
の
取
り
組
み
を
基
軸
と
し
な

が
ら
︑
南
部
地
域
の
美
し
い
自
然
環
境

や
多
様
な
地
域
資
源
︑
小
郡
都
市
核
が

有
す
る
求
心
力
・
拠
点
性
を
最
大
限
に

生
か
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業
や
ア
ウ

ト
ド
ア
事
業
︑
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
等
︑

地
域
外
か
ら
の
来
訪
者
を
ふ
や
す
取
り

組
み
を
今
後
も
実
施
し
︑
継
続
的
な
交

流
人
口
と
将
来
的
な
定
住
者
の
掘
り
起

こ
し
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
︒

そ
の
他
の
質
問

〇
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

　

・
教
育
機
会
の
確
保

　

・
起

※

立
性
調
節
障
害
の
認
識
と
対
応

※「起立性調節障害」　立ちくらみ、めまい、気持ち悪い、動悸、息切れ、腹痛、頭痛などの脳貧血症状や自律神経症状を
示す子供の自律神経失調症である。症状は一般的に午前中に強く、朝なかなか起きられない。小学校高学年から高等学校
までの年齢に多く見られ、不登校を伴うことも少なからずある。
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就
学
援
助
制
度
に
お
け
る
入
学

準
備
金
の
入
学
前
支
給
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
︑
必
要
と
さ
れ
る
方
へ
︑

必
要
な
時
期
に
支
給
さ
れ
る
体
制
が
求

め
ら
れ
る
︒
支
給
開
始
時
期
︑
対
象
者
︑

周
知
方
法
な
ど
を
伺
う
︒

　

今
年
度
に
つ
い
て
は
︑
申
請
開

始
時
期
を
１
月
下
旬
と
し
︑
２
月

末
ま
で
の
申
請
で
３
月
中
旬
ご
ろ
︑
３

月
末
ま
で
の
申
請
で
４
月
中
旬
ご
ろ
に

支
給
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
︒
対

象
者
と
し
て
は
︑
近
年
の
傾
向
を
踏
ま

え
︑
来
年
度
中
学
校
入
学
生
徒
３
３
０

人
と
小
学
校
入
学
児
童
２
５
０
人
を
見

込
ん
で
い
る
︒
周
知
方
法
に
つ
い
て
は
︑

案
内
チ
ラ
シ
の
入
学
通
知
書
へ
の
同
封
︑

入
学
説
明
会
等
で
の
配
布
︑
幼
稚
園
や

保
育
園
等
へ
の
掲
示
依
頼
な
ど
︑
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
を
重
ね
た
い
︒
来
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
︑
今
年
度
の
実
施
状
況

や
他
市
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
︑
申
請

や
支
給
の
時
期
を
検
討
し
た
い
︒

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
に
つ
い
て

　

事
業
費
の
拡
大
を
求
め
る
が
︑

来
年
度
の
見
通
し
は
い
か
が
か
︒

　

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識

し
て
お
り
︑
平
成
30
年
度
も
引
き

続
き
取
り
組
む
︒
予
算
規
模
は
こ
れ
か

ら
の
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
た
い
︒

日
本
共
産
党

大
田
　
た
け
る

就
学
援
助
の

入
学
準
備
金
を
　
　

入
学
前
に
支
給
へ

自
民
ク
ラ
ブ伊藤

　
青
波

産
業
活
力
・
地
域
雇

用
を
創
出
す
る
働
く

・
起
業
な
ら
山
口

　

地
元
の
学
生
な
ど
若
い
人
は
山

口
市
の
企
業
を
知
ら
な
い
と
聞
い

た
︒
本
市
に
残
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
︑

市
内
ま
た
は
山
口
県
内
の
素
晴
ら
し
い

企
業
を
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
︑
対
応
に
つ
い
て
伺
う
︒

　

市
内
大
学
生
の
県
内
就
職
内
定

者
率
が
低
い
水
準
に
あ
る
中
︑
本

市
で
は
︑
企
業
の
採
用
力
向
上
及
び
学

生
と
地
元
企
業
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

た
め
の
採
用
情
報
交
換
会
等
を
実
施
し

て
い
る
︒
ほ
か
に
も
地
元
企
業
を
紹
介

し
た﹁
山
口
市
が
ん
ば
る
企
業
応
援
ブ
ッ

ク
﹂
を
作
成
し
︑
市
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
へ

の
掲
載
や
大
学
等
へ
の
配
布
に
よ
り
︑

広
く
周
知
を
図
っ
て
い
る
︒
今
後
は
︑

県
外
大
学
と
山
口
県
が
締
結
し
て
い
る

就
職
支
援
に
関
す
る
協
定
と
連
携
し
︑

県
内
出
身
学
生
の
多
い
大
学
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
検
討
や
︑
山
口
市
雇
用
対
策

協
定
に
基
づ
き
︑山
口
労
働
局
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
︑効
果
的
に
地
元
企
業
の
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
︒
い
ず
れ
に
し
て
も
︑
多

く
の
関
係
機
関
と
連
携
し
︑
地
元
企
業

の
魅
力
が
伝
わ
る
効
果
的
な
情
報
発
信

等
に
よ
り
︑
地
元
企
業
へ
の
就
職
を
促

進
し
︑
若
者
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
︒

日
本
共
産
党西村

　
芳
和

市
内
地
域
間
の
格
差

是
正

県
央
創
造
維
新
会

入
江
　
幸
江

日
本
遺
産
の
申
請

　

日
本
遺
産
の
認
定
を
地
域
型
と

し
て
単
独
で
申
請
す
る
に
は
︑
歴

史
文
化
基
本
構
想
が
策
定
済
み
で
あ
る

こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
︒
ま
た
別

の
要
件
と
し
て
︑
過
去
の
世
界
遺
産
へ

の
取
り
組
み
実
績
に
基
づ
き
申
請
で
き

る
道
も
あ
る
と
聞
い
た
が
︑
申
請
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
う
︒

　

日
本
遺
産
の
制
度
に
は
世
界
文

化
遺
産
暫
定
一
覧
表
候
補
案
件
の

構
成
資
産
を
有
す
れ
ば
要
件
を
満
た
す

と
の
規
定
が
あ
り
︑
本
市
は
平
成
19
年

度
に
﹁
山
口
に
花
開
い
た
大
内
文
化
の

遺
産
﹂
と
題
し
文
化
庁
に
提
案
書
を
提

出
し
て
い
る
た
め
︑
地
域
型
と
し
て
の

申
請
資
格
を
有
し
て
い
る
︒

　

現
在
︑
大
内
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た

地
域
型
で
の
申
請
に
向
け
︑
文
化
庁
と

事
前
協
議
を
行
い
な
が
ら
ス
ト
ー
リ
ー

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒

そ
の
他
の
質
問

○
教
育
な
ら
山
口
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

○
山
口
ゆ
め
花
博
の
開
催
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

○
山
口
市
食
料
・
農
業
・
農
村
振
興
プ

ラ
ン
︵
案
︶
に
つ
い
て

　

・
担
い
手
確
保
の
取
り
組
み

　

・
も
う
か
る
農
業
の
取
り
組
み

　

広
大
な
市
域
を
有
す
る
本
市
は

地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
︒
例
え
ば
公
共
交
通
が
不

便
な
地
域
や
中
心
市
街
地
と
農
村
地
域

の
所
得
格
差
︑
農
業
等
の
担
い
手
不
足
︑

ま
た
阿
東
地
域
で
は
定
住
人
口
が
年
間

２
０
０
人
近
く
減
少
す
る
な
ど
問
題
が

山
積
し
て
い
る
︒
地
域
間
格
差
の
解
消

に
向
け
て
本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

潰
れ
て
し
ま
う
地
域
も
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り
︑
第
二
次

総
合
計
画
の
10
年
間
で
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ま
れ
る
の
か
伺
う
︒

　

第
二
次
総
合
計
画
で
は
︑
阿
東

地
域
の
ほ
か
10
地
域
の
転
出
超
過

を
半
減
で
き
る
よ
う
な
展
開
を
図
り
た

い
と
考
え
て
お
り
︑
現
時
点
で
は
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
の
運
用
︑定
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
配
置
︑
木
材
生
産
量
の
拡
大

支
援
︑
長
門
峡
を
初
め
と
す
る
道
の
駅

の
機
能
強
化
な
ど
の
ほ
か
︑
阿
東
地
域

に
お
い
て
は
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
篠
生

分
館
の
建
て
か
え
や
健
康
福
祉
の
拠
点

づ
く
り
︑
簡
易
水
道
の
計
画
的
な
設
備

更
新
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

想
定
し
て
い
る
︒
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
進
め
︑
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
あ
ら
ゆ
る

世
代
が
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
形
成
を
図
り
た
い
︒
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新 本 庁 舎 の 整 備 等 に 関 す る 提 言 （ 全 文 ）
１　新本庁舎の整備について
　新本庁舎の整備に関して、建設場所をはじめ、役割や機能、規模等の基本的な考え、
方向性については、今年度中に策定される「基本方針」に示されることとなっている。
来年度には「基本計画」が策定され、その後「基本設計」、「実施設計」と進められて
いくことになる。現段階では、具体的な建物の配置や規模等が不明なところも多く、
進捗にあわせ、その都度、詳細な検討が必要ではあるが、現段階において特に重要な
項目について提言するものとする。
（１）本庁舎の機能
　①　本庁舎に求められる機能　　本庁舎と総合支所の機能や役割の区分を明確化し、広域
　　化した市域に行き届いたサービスを提供できる体制を構築すること。昨今、大規模な自然災
　　害が多発していることから、市民の生命・財産を守るための防災拠点機能を本庁舎内に集約
　　すること。さらに、親しめる庁舎として、市民の憩いの場となるよう空間づくりに努めるこ
　　と。また、周辺環境や景観にも配慮し、市民にとってシンボルとなる施設とすること。

　②　分散した組織の再集約化　　合併による市域の広域化によるサービス内容の変化や
本庁職員数の増加により、現本庁舎では収容しきれずに、本庁機能の分庁化や総合支所内へ
の移設が行われたところである。行政効率の強化を図るとともに、部局横断的政策立案及び
行政執行が円滑に進められる要としての視点に立ち、必要な機能の再集約を図ること。また、
少子高齢化等さまざまな社会情勢の変化に伴い、多くの行政課題への対応が必要となってい
るが、ただ単に再集約するだけでなく、効率化を優先するあまり、サービスの低下を招かな
いように配慮すること。

　③　市民にわかりやすい組織体制の確立　　合併後、組織体制が複雑化している。例え
　　ば本庁機能と山口総合支所機能のすみ分けや南部・北部振興局の機能など、その役割や業務
　　内容等がわかりにくい状況となっている。組織改編等に当たっては、誰にもわかりやすい組織
　　体制、社会経済情勢に即した体制の構築に努めること。

（２）整備に当たっての留意点
　①　市民の利便性・安全性の確保　　新本庁舎の整備に当たっては、その工事期間中、来
　　訪者の安全性の確保を最優先すること。来庁者用駐車場については、十分な台数及び安全な
　　動線の確保に努めること。また、市民等に対し、事前に分かりやすい情報提供に努めること。

　②　事業費抑制の努力　　新本庁舎は防災拠点としても位置づけられるため、災害に強いも
　　のとするなど、必要な機能や性能を確保した上で、経済性にも配慮すること。

２　総合支所と地域交流センターの機能の充実について
　総合支所は、平成１７年合併時の合併協定書において「新市の事務所の方式は、住民
サービスの低下を招かないよう、総合支所方式とし、現在の１市４町それぞれの役所
及び役場に総合的な機能を持つ支所を置く。」と記載されている。また、平成２２年
の阿東町合併を経て、現在では６つの総合支所が設置され、市政運営に当たっている。
しかし、総合支所には地域をマネージメントし、地域課題を解決するための権限や予
算が欠如しており、これは平成２８年２月の「山口市行政診断報告書」でも指摘され
ているところである。このため、新本庁舎の整備にあわせ、総合支所や地域交流セン
ターの機能の向上や権限強化を目指し、特に重要な項目について提言するものとする。
（１）総合支所方式の活用
　①　総合支所方式の堅持　　合併協定書に記載があるとおり、総合支所方式については堅
　　持すること。
　②　職員の適正配置　　身近な市民サービスの提供の充実を図るために、地域特性に配慮
　　すること。また、専門的知識等を有した職員の配置に努めること。
　③　空きスペースの有効活用　　総合支所における空きスペースについては、有効活用
　　に努めること。

（２）総合支所と地域交流センターの権限等の強化
　①　権限強化に伴う組織体制の確立　　総合支所において予算の編成や執行のできる組
　　織体制を確立し、総合支所長への権限委譲を進めること。
　②　職員の人材育成の推進　　地域で活躍できる職員の資質向上を図るため、職員研修を
　　充実させるなど人材育成に努めること。
　③　相談体制の充実　　地域交流センターの行政窓口における、市民の相談や地域課題解
　　決のための体制を充実すること。また、総合支所が同じ地域内にある場合を除き、行政窓
　　口が設置されていない地域交流センター、あるいは地域交流センター分館については、行
　　政サービスが等しく享受できる体制の整備に、スピード感をもって取り組むこと。

（３）地域特性を考慮した本庁機能の配置
　①　身近な市民サービスを提供できる体制の確保　　現在、本庁機能として各総合支所
　　等に設置されている組織ついては、身近な市民サービスを提供できる体制の確保を図るとと
　　もに、広大な市域を有する地理的条件からも、引き続き配置を行うこと。
　②　事業の進捗における本庁機能の配置　　総合計画の円滑な執行や事業の着実な進捗
　　を図るため、現場に近いところなど、事業や地域特性に応じた、柔軟な機能配置を行うこと。

市長へ提言書を提出

議会からのお知らせ

新本庁舎の整備等に関する調査特別委員会中間報告（第３回）
　本会議最終日に「山口市新本庁舎の整備等に関する調査特別委員会」が第３回目となる中間報告を
行いました。中間報告の要旨は次のとおりです。
[ 要旨 ]
　第３回定例会（９月議会）で市長からの「新しい本庁
舎は『現在地及び中央駐車場』において整備する方向で
検討を進めていく」との報告を踏まえ、特別委員会にお
いては、この示された方向性を協議事項として取り上げ
意見交換を行いました。
　また、特別委員会で議論してきたことは、第二次山口
市総合計画や第二次行政改革大綱に反映させることが重
要であるため「新本庁舎の整備等に関する提言書」を委
員の総意で取りまとめ、市長に提出することにしました。( 提言書全文は下記のとおり）
　特別委員会は、今後も必要に応じて会議を開催し、執行部に対し意見を伝えるなど提言が実現され
るよう注視していきます。

山口市新本庁舎の整備等に関する調査特別委員会
  小林 訓二（委員長）          野村 幹男（副委員長）
  山本 貴広  ・  入江 幸江  ・  原 真也  ・  冨田 正朗  ・  桜森 順一  ・  右田 芳雄  ・  尾上 頼子  ・  部谷 翔大  ・  村田 力
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議会からのお知らせ

他市からの行政視察が増加中
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この広報紙は再生紙を使用しています。使い終わったら新聞紙として古紙類の分別収集に出しましょう。
※定例会の模様は山口市議会ＨＰ内のインターネット録画中継から、右のバーコードからもごらんになれます。
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け
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般
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同
じ
テ
ー
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を
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議
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市
民
に
寄
り
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こ

そ
と
感
じ
ま
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地
元
産

業
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援
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業
、

福
祉
、
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な
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暮
ら
し
に

直
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す
る
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題
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山
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。

ま
た
、
市
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会
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し
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「
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ど
も
・
子
育
て
条
例
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制
定
し
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ォ
ー
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も
開
催

し
ま
す
。
全
て
の
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で
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び
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ち
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望
あ
ふ
れ
る
山

口
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を
目
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し
ま
す
。（
大
）
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入
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マ
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、
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果
、
議
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中
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風
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ひ
か
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！
し
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、
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会
終
了
後
に
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を
ひ
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ま
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た
・
・
・
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さ
ま
お
体
を

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。（
部
）

　　山口市子ども・子育て条例の制定にあたり、山口市の子ども・子育
て支援に対する市民の皆さんのご理解と関心を深めることを目的に、
フォーラムを開催します。
　参加は無料で、どなたでも気軽に参加できます。多くの皆さんのご
来場をお待ちしています。

諫早市議会受入時の視察の様子

　
日　時　２月６日（火）１８時３０分～２０時（１８時開場）
場　所　山口市民会館小ホール（中央二丁目５番１号）
内　容　（１）主催者あいさつ
　　　　（２）山口市子ども・子育て条例の説明
　　　　（３）基調講演
                          講師：横山　順一氏
                                  （公立大学法人山口県立大学社会福祉学部准教授）　　　　　　　　  　　　
　                        演題：「みんなで子ども・子育てを支えあうまちづくり」
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  ※手話通訳、要約筆記あり
  ※お子様も会場への入場は可能ですが、託児を希望される方は２月５日 ( 月 )１７時までに下記へ
      お知らせください。

お問い合わせ先
   山口市議会事務局　調査担当
　   電話：083-934-2854
　   FAX：083-934-2658
　   E-ｍail：gikai@city.yamaguchi.lg.jp

　　行政視察の案内リーフレットを全国の自治体に郵送するな
ど、市議会として行政視察の受け入れのＰＲを行った結果、
視察件数が昨年度と比べて
増加しています。10 月 17
日には、市議会だよりにつ
いて諫早市議会の方々の視
察をお受けしました。こう
した機会を通じ山口市の魅
力発信に努めていきます。

講師：横山順一氏

月　日 曜 日　　程 備　　考
２月19日 月 本会議（初日） 午前10時　市議会議場

26日 月

本会議（一般質問・質疑） 午前10時　市議会議場
（山口ケーブルビジョンで放送予定）

27日 火
28日 水

３月１日 木
 １日 木 予算決算委員会 本会議終了後　第２委員会室
 ５日 月 教育民生委員会

生活環境委員会
午前10時　第１委員会室
午前10時　第２委員会室 ６日 火

 ７日 水 総務委員会
経済建設委員会

午前10時　第１委員会室
午前10時　第２委員会室 ８日 木

 13日 火 予算決算委員会 午前10時　第２委員会室
 15日 木 本会議（最終日） 午前10時　市議会議場
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